
かんたんAIカウント
活用方法



カウントの価値

1

来街者数を見える化して評価！
成果の目安や過去との比較にも使用が可能です。

来街者・新規出店者へ街の情報の提示
商店街HPへ商店街の通行量を掲載して、商店街をアピールす
る材料にできます。

価値

1
商店街・店舗の戦略の補助に！
月・週・日・1時間ごとなど、様々な時間的条件で人流を把
握して、効果的な経営戦略を策定できます。

詳細ページ：2p～4p

詳細ページ：5～6p

詳細ページ：7～8p

価値

2

価値

3



価値①

2

店舗の経営戦略、方針の補助

かんたんAIカウントでは、24時間分の通行量を最小15分刻みで閲覧でき
ます。通行者の流れが分かれば、より効率的に根拠をもって、営業時
間・開店日の見直しなどをすることが可能です。
弊社提供アプリの「回覧板アプリ」（無料）より、週間の通行量を商店会員
の方へ配布できます。

利用モデル1

10時～11時

15時～17時
1日の平均通行量

商店街のピークはココ！

この時間は
まだ開店しなくていいかな。

0時～9時

感覚ではわかるけど、実際にどのく
らい人がいるのかわからない…

お店が開いてない時間ってどれくら
い人が通ってるの・・・？

18時～19時

もう少し営業時間延ばし
てもいいかも！

既存営業時間



価値①

脇道の可能性把握

かんたんAIカメラは設置箇所の移動が可能なため、レンタル期間内であ
れば、複数箇所を1つのカメラで計測することが可能です。

人の流れを把握することで、効率的な集客や、新たな店舗の出店箇所を
見つけることができます。

モトスミ・ブレーメン通り商店街で実際に設置した際は、
商店街事務所前と駅前の間で約15,000人/日が脇道に流れていることが
可視化されました。

3

利用モデル2

商店街事務所前
設置箇所

駅前設置箇所

8268
9464

事務所前平均通行量（人）

駅→商店街 商店街→駅

平均総数
17,732人

2地点の平均総数の差
15,284人

17647
15370

駅前平均通行量（人）

駅→商店街 商店街→駅

平均総数
33,016人



価値①

店舗集客と人員配置に活用した事例
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詳細はURLよりご覧いただけます。
https://www.macitta.com/case1/

モトスミ・ブレーメン通り商店街では、より柔軟なエリア・時間で長期
間測定し、店舗の運営戦略に活かしたいという思いがありました。そ
こで「かんたんAIカウント（ポータブル）」を設置いただき、通行量カウ
ントを実施しました。

商店街事例



価値②

商店街HPで通行量を示して宣伝
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利用モデル1

商店街の季節ごとや年に1回など、節目ごとの通行量を計測し、商店街
のHPのコンテンツとして掲載可能です。
商店街のホームページに通行量を掲載することで、新規出店者希望者
や地域の住民に、商店街の潜在能力PRをすることができます。
掲載方法は1時間毎から月ごとまで好きなように編集ができます。

商店街HP

お店を出したいけど、どれくらい人
通りがあるんだろう・・・

商店街のホームページには何が
あるんだろう・・・

商店街HPを確認

来街者・出店希望者

時間帯 平均人数

0時 10人

1時 13人

2時 20人

3時 34人

・・・時 ・・・人

合計 〇人

○○商店街通行量

商店街

計測した
通行量データを提供



価値②

6

かんたんに商店街のPR

ブレーメン通り商店街さんでは、実際に時間帯ごとの平均通行量を商店
街のHPに掲載しています。
ブレーメン通り商店街さんの『活気のある街』としての裏付けに利用され
ています。

商店街HPのコンテンツに！

新規出店者の出店の後押しに！

実際のページはURLよりご覧いただけます。
https://bremen-st.com/about-bremen/

商店街事例



価値③
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イベントの効果可視化

イベントの前から後の期間の通行量を図ることで、イベント開催中の集客
力、イベント後の来街者数の変化などを可視化できます。
必要な期間のみのカメラレンタルなので、イベント後のカメラ運用コストの
心配がいりません。

利用モデル1

イベント前

通行量：5千人/日

イベント中

通行量：1万人/日

イベント後

通行量：6千人/日

AIカメラ
レンタル開始

AIカメラ返却

イベントの
成功基準が明確化

通行量：1千人/日
増加！



価値③

AIカメラによって商店街の密を把握
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詳細は以下よりご覧いただけます。
出典：https://smartiot-forum.jp/iot-val-team/iot-case/case-tam

弊社サービスであるデジタルサイネージと併用することで、商店街の
混雑状況を「密カレンダー」として店舗の軒先に表示をしました。
カメラでカウントすることで、より実態に近い通行量を来街者に伝え
ることができます。

商店街事例


